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 要 旨 

 

目的： アルコール使用障害識別テスト（AUDIT）は、高リスクの飲酒行動に対する一般的なス

クリーニングツールであるが、標準的な飲酒量を計算するのが難しく、不正確な推定値になる可

能性がある。本研究では、若年成人の高リスク飲酒者を特定するための実用的な事前スクリーニ

ングツールを開発することを目的とした。 

 

方法：2016年 7月から 2016年 12月にかけて、タイ北部で横断的な調査を実施した。関連する

特性および飲酒に関する健康上の信念に関するデータを収集し、12 か月間の AUDIT を比較基

準とした。スコア導出にはロジスティック回帰を用いた。判別能力は、ROC 曲線下面積（AuROC）

で評価した。 

 

結果：合計 1,401名の若年成人が対象となった。そのうち、791人（56.5％）が現在飲酒者であ

った。3つの機能的信念項目(飲酒が楽しくて止められない、ストレスや怒りを感じる時に飲酒を

すると落ち着く、飲酒をすると社交的になれる)が高リスク飲酒の独立した予測因子として同定

され、機能的信念に基づくアルコール使用質問票（FBAQ）の作成に用いられた。機能的信念に

基づくアルコール使用質問票（FBAQ）は、ROC 曲線下面積は 0.74（95％信頼区間（CI） 0.70、

0.77）であった。 

 

結論：FBAQは 3つの単純な信念の質問で構成されており，算出が難しい飲酒量の計算を必要と

しない。若年成人のアルコール使用障害のマススクリーニングプログラムでは，FBAQスコアと

AUDITを連続して実施することが，より効果的な方法かもしれない。 
 


